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幼児の運動調整能力の発展機序
に関す る研究 一その1一




をスキャモン(Scamon)は,一般型,神 経型,リ ンパ型,生 殖型の4種別に
分けて発育経過を分析的に解明している。 これらの種別を外部刺戟による発育
発達への影響度からみると,大きくは二つに区分できる。先ずその一つはヒ ト






くは,ヒ トを取 りまく生活環境の変化,即 ち外部刺戟の変化によるものと指摘
されている。従来,体 位の向上はその機能ともい うべき体力の向上に連動する
ものとみ られていたが,体 位に体力が伴わず中味のない大型化 とも言われてい
る。また,一 般型と同様に外部刺戟によって発育発達に大きな影響を受けると
されている神経型についてみると,同様のことがみられる。この神経型は脳や













































行 うことができるといわれている。 このことは,す でに4,5歳で各種の運動
を行 うに必要な神経系の発達が相当なレベルに達していることを立証している。
そこで今回は,敏捷性 ・'協応性 ・平衡性などの調整力に大きな影響をもつ諸能


















定 した。全力がだし切れるように常に2人 で走らせるとともに,2回 試行の良
い方の記録をその成績とした。
② 立幅とび一 両足を軽 く開いて立たせ,遠 くへ跳ぶとい う目的を持たせ
るように喚起 して跳や くさせ,2回 試行の良い方の記録をその成績 とした。
③ 立位体前屈1両 足を揃えて立たせ,膝 を曲げないように腰から前屈姿
勢をとらせ下方に伸ばした指先の到達点を記録した。足裏の位置を0点 として,
より下方を+記録,上 方を一記録 として扱い,2回 試行の良い方の記録をその
成績 とした。
④ ボールの的当て 直径33cmの円形の標的に,2m離 れた所から上手
投げで軟式テニスボールを当てることに専心するよう指導し,5回 の試行で何
回的に当ったかをそのまま成績とした。





90°以上の角度からけ り返し距離が2m以 内は2点,け り返し不能を1点 とし
た。5回 の試行でその合計点から平均点を算出しその成績とした。
⑥ とび越 しくぐり一 長さ2m・幅2cmのテープ包帯を5歳 児(35cm),
4歳児(33cm)の高さに張 り,そ の上を片脚踏切 りでとびx,す ぐにテー
プの下を くぐり抜け,また とび越す運動を3回繰 り返し試行させ,3回 目のく
ぐり抜け動作が完了した ところまでの所要時間を測定する。2回 の試行でその
記録の平均所要時間をその成績とした。




ぐらつ くが落下せずに渡れる4点,1～2回 は落下するが渡れる3点,途 中で













実験群 の特別 プログラムによる運動学習開始前の成績(以 下AXと 表わす)
と同時期の統制群の成績(以 下BXと 表わす)及 び実験群の特別プログラムに
表(1)運動能力テス トの種目別平均値と有意性 ((男)*女)4歳児
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よる運動学習の終了後の成績(以 下AYで 表わす)と 同時期 の統制群 の成績
(以下BYで 表わす)を それぞれに平均値で表わしたのが表一(1)～(4)である。
また,実 験群 と統制群の成績比較及び性差,年 令差をみるために,種 目別 ・男
女別 ・年令別の平均値による有意差検定を行い,5%の 水準で有意差の表われ
たもの,※ 印1個。1%の 水準で有意差が表われたもの※2個 とした。
これ らのことから顕著に有意差の表われたものをあげると,種 目別では4,
5歳の男女 とも立輻 とびに,男 女別にみると25m走で4歳 男子が女子を上 まわ
った。 これを年令別にみると4歳では,立 中跳に5歳では25m走,立巾跳,と
びこしくぐりに有意差がみとめられる。
表(2)運動能力テス トの種目別平均値 と有意性 (男*(女))4歳児
測定餬1AxlAYIBXBY1 有 意 性






































































































































大部分の種 目において実験群の伸びが よく,あわせて全種 目にわたって一定の
伸びを示 している。このことは,幼 児期においての定期的 ・計画的身体運動学
習の必要性のあることが思料できる。
今回の研究意、図が,調 整能力の発展を主眼 とし,ボ ールの的当て,ボ ールの




高い運動形式(巧 みなボディコン トロールを求められる運動)を 抽出し,その
発展経過を把握するための多様なプログラムと至適運動量等に よらなければな
らないが,今 回の実験的研究では,一部にその傾向を把握する こ とはで きた
が,そ の全容を明らかにすることができなかった。今後,こ の,.を 基盤に
して,幼 児期にその発育発達の助長を求められている調整能力の発展機序の究
明につとめたい。
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